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一
、
文
字
史
へ
の
提
言

こ
の
期 、
三
氏
に
よ
る
文
字
史・
表
記
史
研
究
へ
の
構
想
と
課
題
が
そ
れ
ぞ

れ
論
じ
ら
れ
た
こ
と
と 、
『
国
語
文
字
史
の
研
究」
の
第一
集
が
発
行
さ
れ 、
当

該
分
野
研
究
進
展
に
意
義
あ
る
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る 。

犬
飼
隆
『
上
代
文
字
言
語
の
研
究」
(
笠
間
書
院 、
MM・2)
は 、
著
者
の
既
発

表
論
考
を
中
心
に一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で 、
文
字
言
語
研
究
の
史
的
分

野
の
独
自
な
構
想
を
述
べ
た
意
欲
的
な
書
で
あ
り 、
従
来
の
記
述
的
な
方
法
論

を
超
え
よ
う
と
し 、
自
身
の
研
究
の
立
場
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る 。
音
声
言

語
に
な
い
文
字
言
語
の
独
自
の
特
徴
を
解
明
せ
ん
と
し 、
術
語
の
定
義
を
行
い 、

上
代
の
万
葉
集
や
古
事
記
他
の
万
葉
仮
名
の
研
究
を
主
に
実
践
の
ほ
ど
を
提
示

し
て
い
る 。
文
字
言
語
の
今
後
の
研
究
課
題
は 、
文
字
の
∞
百円巾
ヨ(
書
く
た
め

に
用
意
さ
れ
た
仕
組
み)
と
用
法
(
実
際
に
書
き
あ
ら
わ
さ
れ
た
様
態)
を
解

明
す
る
こ
と
と
い
う 。
氏
の
方
法
に
よ
る
上
代
以
降
の
実
践
も
提
示
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る 。
前
田
富
誠
(「
国
語
学』
川 、
例-
3)
に
よ
る
立
場
の
異

な
る
書
評
が
出
た 。
更
に
犬
飼
「
言霊聞
の
要
素
と
し
て
の
文
字
の
位
置」
(『
小

松」)
も
あ
り 、
個
別・
具
体
的
な
研
究
も 、
一
般
理
論
を
意
識
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
に
よ
っ
て 、一
層
の
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
の
論
を
展
開
し
て
い
る 。
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金

彰

子

杉
本
つ
と
む
『
文
字
史
の
構
想」
(
萱
原
書
房 、
位-
2)
は 、
既
発
表
論
考
を

ま
と
め
た
も
の 。
巻
頭
に
「
文
字
史
の
構
想」
(『
日
本
語
学』
U
・
8)
が
据
え

ら
れ 、
次
掲
の
知
く

構
想
が
論
じ
ら
れ
て
い
る 。
文
字
と
文
化 、
文
字
史
の
基

本
作
業 、
仮
字
文
字
と
国
字 、
漢
字
字
訓
の
体
系
化 、
宛
字
史
の
構
想 、
文
字

史
と
記
述
方
法 。
そ
こ
で
は 、
文
字
史
記
述
の
基
本
は
文
化
を
記
述
す
る
こ
と

で
あ
り 、
各
時
代
の
文
字
の
実
態
を
で
き
る
か
ぎ
り
詳
細
に
調
べ
考
察
す
る
こ

と 、
そ
れ
が
音
韻
論
や
語
裳
解
釈
の
正
し
い
論
議
へ
と
直
接
的
に
か
か
わ
り 、

さ
ら
に
文
字
史
を
描
く
こ
と
に
な
る
点 、
周
到
で
客
観
的
な
読
み
取
り
の
訓
練

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る 。
表
記
史
と
文
字
史
が
相
互
乗
入
れ
的

で
あ
る
点
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
て 、
犬
飼
は
文
字
史
で
も

な
い
表
記
史
で
も
な
い
文
字
言
語
史
の
成
立
を
目
指
す
と
の
提
言
を
し 、
立
場

を
異
に
し
て
い
る 。

前
田
富
棋「
国
語
文
字
史
研
究
の
課
題」
(『
国
語
文
字
史
の
研
究』
l 、

和
泉
書

院 、
位-
9)
は 、
文
字
の
研
究
は
も
っ
と
も
遅
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
最
初
に

掲
げ 、
項
目
名
は
立
て
て
い
な
い
が
次
の
論
を
展
開
し
て
い
る 。
意
図
と
方
法 、

文
字
観
の
展
開
と
文
字
論
の
主
張 、
研
究
の
状
況
と
今
後
の
課
題 、
資
料
の
問

題 。
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
に
文
字
の
体
系
と
い
う
も
の
を
考
え
て
ゆ
く
か 、
文

字
論
の
対
象
や
範
囲
を
規
定
し
て
い
く
か 、
文
字
史
を
ま
と
め
て
ゆ
く
べ
き
か
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が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
て 、
今
後
の
研
究
の
道
標
と
し
て
の
重
み
を
持
つ 。

新
し
い
研
究
分
野
の
研
究
を
推
進
さ
せ
る
に
は
あ
ま
り
狭
い
範
囲
に
限
定
し
特

定
の
理
論
に
縛
ら
れ
て
考
え
る
よ
り
は 、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
の
多
様
な
研

究
を
認
め
合
い 、
そ
の
中
か
ら
研
究
の
共
通
の
基
盤
が
育
っ
て
く
る
こ
と
を
期

待
し 、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
他
の
人
の
批
判
を
受
け
つ
つ
独
自
の
立
場
を
確
立
し

て
大
き
な
研
究
を
目
指
し
て
ゆ
く
方
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
を
示
す 。
文
字
は

そ
れ
字
体
が
文
化
で
あ
る
だ
り
で
な
く 、
他
の
様
々
な
文
化
と
切
り
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
と
の
認
識
は 、
先
掲
杉
本
と
同
様
で
あ
る 。

又 、
犬
飼
の
方
法
と
異
な
る
点
は 、
犬
飼
著
へ
の
氏
の
書
評(『
国
語
学』
m)
で

も
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る 。

『
国
語
文
字
史
の
研
究一
」
(
和
泉
書
院 、
幻-
9)
は 、
当
該
分
野
初
め
て
の

研
究
論
集
で
あ
る 。
「
発
刊
に
際
し
て」
(
前
田
富
旗)
は 、
「
言
語
研
究
で
文
字

が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば 、
日
本
語
の
文
字
の
在
り
方
を
説
明
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
日
本
文
字
の
研
究
は 、
日
本
文
化
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
も 、
世
界
の
言
語
研
究
を
進
め
る
た
め
に
も
必
要
な
時
期
と

な
っ
て
き
て
い
る」
と
述
べ
て
い
る 。
本
論
集
が
研
究
を
方
法
的
に
も 、
資
料

的
に
も
強
力
に
押
し
進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る 。
こ
の
第一
集
は
特

別
な
テ
l

マ
が
掲
げ
ら
れ
て
お
ら
ず 、
執
筆
者
十
三
名
の
自
由
な
テ
l

マ
選
択

か
と
思
わ
れ
る
が 、
そ
こ
で
示
さ
れ
た
各
論
考
の
テ
l

マ
(
漢
字・
平
仮
名
・
片

仮
名
字
体
・
用

字
・
表
記
の

研

究
・

字
音
・

字
訓
・

仮
名
遣
い
)

や

使

用

さ

れ

た

資

料

や
分
析
方
法
等
は 、
こ
の
分
野
の
現
在
の
実
状
を
よ
く
反
映
し
て
い
る 。
実
に

多
彩
で
多
角
的
な
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
が 、
文
字
・

表
記
研
究
と
称
し
て
も

音
韻
・

語
葉
・

訓
読
等
の
他
の
研
究
分
野
と
関
連
し
つ
つ
研
究
が
推
し
進
め
ら

れ
て
い
る 。
今
後 、
こ
の
分
野
で
文
字
・

表
記
史
研
究
の
純
粋
な
発
展
が
ど
う

見
ら
れ
る
の
か 、
ま
た
関
連
諸
分
野
と
ど
う
連
携
し
な
が
ら
推
進
さ
れ
て
い
く

の
か 、
「
国
語
文
字
史
の
研
究」
の
次
号
以
降
を
見
守
り
た
い 。
ま
た 、
本
論
集

の
特
徴
は
充
実
し
た
巻
末
資
料
に
も
あ
り 、
漢
字
索
引
話 、
仮
名
索
引
6 、

語

集
索
引
5 、

用
語
索
引
4 、

人
名
索
引
4 、

書
名
索
引
7
の
各ぺ
l
ジ
の
デ
ー

タ
が
纏
め
ら
れ
て
い
る 。
そ
れ
ら
が
毎
号
蓄
積
さ
れ
て
い
く
と 、
当
該
分
野
研

究
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
集
と
な
っ
て
重
要
な
指
針
と
も
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ

う 。
編
集
者
の
労
を
多
と
す
る
も
の
で
あ
る 。
各
論
考
の
タ
イ
ト

ル
を
紹
介
す

る 。山口佳紀
「
古事
記
の
訓
読
に
関
す
る一
考察
||
『早』『速』
など
の
訓み
をめ

ぐ
っ
て

||
」
。

吉

野

政

治

「
『

為
」

『

故
」

『

為・
・
・
・

故
』

と

そ

の

訓

||漢
字
と
訓
と

の
意
味
用
法
の
ず
れ
に
つ
い
て

||
」
。

乾

善

彦
「

同

形

異

字

小

考

||
西
本
願
寺
本
万
葉
集
を

資料
と
し
て

||
」 。
西崎亨
「経
まん
の心
||宛
字と国
語音韻史
-||」 。
伊坂淳

一
「
漢
字
と
訓
の
対
応
に
つ
い
て
の
解
釈
上
の一
問
題

||慶応大学斯道文庫蔵百

二
十
句
本
『
平
家
物
語」
を
中
心
に
見
た
『
幻』
と
『
う
つ
っ

こ
ま
ぼ
ろ
し」

11」
。

山

本

真

吾
「

延

慶
本
平
家
物
語
に
診
け
る
漢
字
表
記
語
の
修
辞
的
用
法
に
つ
い
て
||『仁山』
を

例
として
||」 。

橋
本行洋
「『
強こは
し」
と
『

強つよ
し」

||
『
平
家
物
語』
諸

本
に
見
ら
れ
る
用
字
意
識
の
変
化

||
」
。

小

林

賢

章
「
『
一
一
遍

聖

絵
」

詞

書
き

の

筆

者
の

人
数」 。
柏
原
卓
「
石
橋
生
庵
日
記
の
異
体
字」 。
木
越
治
「
近
世
文
学
作
品
に

お

け

る

字

母
の

用

法

に

つ

い

て

||
「
ま
す
ら
を
物
語」
・
『
お
く
の
細
道』
・
『
教
訓
私
儀
育」

の
場
合

11
」
。

矢

野

準
「

黄

表

紙
に

珍

け

る

表

記

法

||一

九
自
画
作
に
飴
け
る
仮
名
遣
い

||」 。
田
島
優
「
意
読
的
表
記
か
ら
字
音
的
表
記
へ

||和製
警の一
生成過
程
|

|」 。
余
田
弘
実
「「
尋
常』
小
考」 。

二、
作
品
研
究

(
上
代)
(
木
簡)
佐
藤
信「
古
代
文
字
資
料
の
現
在」
(『
国
語
と
国
文
学」
幻­

U)
は 、
出
土
文
字
資
料
の
う
ち
木
筒 、
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
文
字
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資
料
の
あ
り
か
た
や
最
新
の
研
究
動
向
を
提
示 、
古
代
の
文
字
史
料
は 、
か
つ

て
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
生
の
同
時
代
史
料
と
し
て
多
数
出
土
し
つ
つ
あ
り 、

質・
量
と
も
に
こ
れ
か
ら
研
究
に
と
っ
て
避
げ
て
通
れ
な
い
豊
富
で
重
要
な
研

究
対
象
な
っ
て
い
る
と
説
く 。
木
簡
の
報
告
書
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の

各
年
度
の
「
同
研
究
所
年
報」
は
じ
め
東
北
か
ら
九
州
に
い
た
る
全
国
の
埋
蔵

文
化
セ
ン
タ
ー

や
教
育
委
員
会
の
各
報
告
書
が
刊
行
さ
れ 、
単
行
書
や
研
究
雑

誌
も一
九
七
0
年
代
の
後
半
か
ら
出
版
さ
れ
始
め
て
い
る 。
多
く
は
歴
史・
考

古
学
関
係
で
あ
り 、
小
谷
博
泰
「
木
簡
と
宣
命
の
国
語
学
的
研
究」
(
m-
U)

以
後
の
国
語
学
関
係
の
単
著
が
待
た
れ
る 。
沖
森
卓
也・
佐
藤
信
『
上
代
木
簡

資
料
集」
(
お
う
ふ
う 、
M-
2)
は
巻
末
に
は
木
簡
関
係
文
献一
覧 、
遺
跡
別
木

簡
索
引
が
付
さ
れ
有
効
で
あ
る 。
佐
藤「
文
字
資
料
と
し
て
の
木
簡」 、
沖
森「
木

簡
に
現
れ
た
古
代
日
本一
語」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。
特
に
沖
森
は
先
行
研
究
で

の
用
字
法
な
ど
当
該
研
究
の
参
考
文
献
を
掲
げ
て
い
て
有
効
で
あ
る 。(
万
葉
仮

名
文
書)
佐
々
木
隆
「『
正
倉
院
万
葉
仮
名
文
書」」
の
文
字
と
表
現」
(『
文
学』

ω・
7) 。
(
古
事
記)
山
口
佳
紀
に
精
力
的
な一
連
の
発
表
が
あ
っ
た 。
漢
字
と

訓
の
対
応
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は 、
山
口
佳
紀「
古
事
記
注
解
2

上
巻
そ
の一
」

(笠間書院 、
回・
6 、

神野志隆光との共同研究。「論

集上代文学」
に第十四

冊
か
ら
連
載
し
た
も
の
を
緩
め
て
刊
行
し
た
も
の)
に
次
の
如
く

述
べ
ら
て
い
る 。

『
古
事
記」
は
基
本
的
に
漢
文
訓
読
謂
の
言
語
で
訓
読
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
い
う
想
定
に
基
づ
き 、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読 、
特
に
平
安
初
期
の
そ
れ
を

考
慮
に
入
れ
な
が
ら 、
出
来
る
だ
け
上
代
風
に
訓
読
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

る 。
『
古
事
記』
は 、
そ
の
表
記
法
か
ら
見
て 、
細
部
に
至
る
唯一
無
二
の
形
で

訓
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
期
待
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い 。

記』
に
採
ら
れ
て
い
る
の
は 、
或
る
程
度
異
な
っ
た
訓
み
方
の
な
さ
れ
る
こ
と

を
許
容
す
る
よ
う
な
表
記
法
で
あ
る 。
こ
れ
は 、
小
林
芳
規
の
訓
漢
字 、
同
訓

異
字
を一
漢
字一
訓
で
訓
む
と
す
る
立
場
と
異
な
る
も
の
で
あ
る 。
山
口
は
他

に 、
こ
の
期
各
論
考
で
二子
乃
至
二
字
と
い
っ
た
用
字
法
を
先
行
研
究
を
丹
念

に
検
討
し
な
が
ら
詳
細
に
分
析
し
た
論
述
を
行っ
て
い
る 。
そ
の一
部
を
示
す 。

「
上
代
に
お
け
る
程
度
副
調
と
古
事
記
の
訓
読」
(『
国
語
と
国
文
学』
幻・
3) 、

「
古
事
記
に
お
け
る
音
仮
名
表
記
の
意

味||同一
語の
両
様表記例をめぐっ
て
||」

(「
小
林」) 、
「
古
事
記
の
表
現
と
成
立

||音
仮名表記をめ
ぐっ
て
l|」

(『
上
代
文

学』) 、
「
古
事
記
の
音
仮
名
表
記
と
訓
字
表
記」
(『
和
漢』) 、
「
古
事
記
の
訓
読
を

め
ぐ
っ
て
||仮

名表記諮を
手掛りに
||」

(「
古
事
記
年
報』) 。
沖
森
卓
也
「
古
事

記
に
お
け
る
字
訓
と
用
字」
(「
立
教
大
学
日
本
文
学」
叩-
U)
日
本
語
散
文
表
記

の
成
立
と
そ
の
変
遷
の
考
察
が
目
的 。
変
体(
和
化)
漢
文
に
は
表
記
運
動
と
し

て
そ
れ
独
自
の
表
記
原
理
は
な
い
と
説
く 。
そ
れ
は
実
態
と
し
て
窓
意
的
な
表

記
で
し
か
な
く

社
会
的
広
が
り
を
持
ち
に
く
い
も
の
と
い
う 。
今
井一
江「「
古

事
記』
の
字
音
仮
名
に
つ
い
て」
(『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究』
口 、
mm・

5)
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

に
よ
っ
て
作
成
し
た
各
音
節
毎
の
字
音

仮
名
の一
覧
表
か
ら 、
一
人
の
撰
録
者
に
よ
る
統一
さ
れ
た
形
式
を
持
ち一
元

的
な
成
立
を
認
め
た
論 。
沖
森
の
結
論
と
異
な
る 。
他
に
次
の
も
の
が
あ
っ
た 。

西
宮一
民「
古
事
記
の
研
究』
(
お
う
ふ
う 、
mm-
m) 。
「
古
事
記
の
仮
名
表
記
の

目
的
と
方
法」(『
上
代
文
学』) 。
北
川
和
秀「
古
事
記
使
用
漢
字
の
計
量
的
考
察」

(『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要』
児-
U) 、
同「『
古
事
記』
使
用
漢
字
度
数
表」
(『
群

馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究」 、
犯・3) 、
川
口
二
三
世
「
古
事
記
の
用
字
に
つ

い
て
真
仮
名
の
用
法
を
中
心」
(「
京
都
精
華
学
園研
究
紀
要』
MM・
-) 、
呉
哲
男

「
文
字
表
記
の
二
重
性・
序
論

l|古事記研究の
現在」(『
古
代
文
学』) 、
西
条
勉「
文

字
法
か
ら
み
た
古
事
記
||テクス
ト生
成の
基底」
(
向
上) 、
菊
川
恵
三
「
古
事
記

の
仮
名
表
記
と
訓
読
(『
和
漢」) 、
西
条
勉
「
古
事
記
の
助
字
〈
於
〉
の
用
法 、

及
び
そ
の
表
記
史
的
位
相
和
語
を
書
く
こ
と
の
文
字
法(
3)」
(『
国
文
学
論
輯』
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日 、
幻・
3) 。
(
万
葉
集)
広
瀬
本
万
葉
集
の
出
現
等
で
新
展
開
も
期
待
さ
れ
る 。

人
麿
の
用
字
法
研
究
が
多
い 。
井
手
至『
遊
文
録
高
葉
篇一
」
(
和
泉
書
院 、
mm・

-
は
「
第
五
篇
万
葉
集
の
資
料
と
本
文」
で
「
高
葉
集
編
纂
資
料
の
用
字」
を

載
せ
る 。
板
垣
徹
『
寓
葉
表
記・
文
体
論」
(
近
代
文
芸
社 、
白・
3) 、
永
井
津

記
夫
「
万
葉
難
訓
歌
の
解
読
「
新
用
字
法」
の
提
唱
を
中
心
に」
(
和
泉
書
院 、

犯-
U) 、
沖
森
卓
也「
万
葉
集
の
表
記」
(『
和
歌
文
学
講
座
2
万
葉
集
1」

勉
誠
社 、

白・
2) 、

鶴
久
「
万
葉
集
正
訓
文
字
の
用
法

咲・
萩
・
鮎・
椿・
震
公
鳥
・

鷺・
森」
(『
香
椎
潟』
幻
・
2) 、

夏
井
邦
男
「『
万
葉
集」
に
お
け
る
打
消
の
助

動
詞
の
表
記
に
つ
い
て
(『
語学
文
学』
白
・
3) 、
日
吉

盛
幸
「
万
葉
集
類
句
頻

度
巻
別
集
計
表」
(『
大
東
文
化
大
学
紀
要』
幻・3) 、
小
池
保
利
「「
万
葉
集」
七

夕
歌
に
お
け
る
七
夕
語
棄
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て(
4)」
(『
解
釈
学」
幻・
6) 、
小

笠
原一
「『
七
夕
』

考
用
字
を
中
心
に

||織
女か
ら
七
夕へ
||」

(『
学
芸
国
語
国
文

学」
M 、
ω・3) 、
橋
本
達
雄
「
万
葉
集
巻
十
三
の
表
記
と
用
字

拾
遺・
金
村

歌
群
と
の
関
連」
(「
専
修
国
文』
幻
・
8) 。

(
風
土
記)
植
垣
節
也
「
播
磨
国
風

土
記
注
釈
稿
(一
一
・一

二
・一

三
・一

四)
(『
風
土
記
研
究』
幻・
6
1

mm・
ロ)

本
誌
が
植
垣
氏
の
ワ
ー

プ
ロ
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
者
と
し

て 、
注
釈
稿
の
完
成
を
待
つ
も
の
で
あ
る 。

(
中
古)

沖
森
卓
也
・

佐
藤
信
・

平
沢
竜
介
・

矢
嶋
泉
『
歌
経
標
式

注
釈
と

研
究』
(
桜
楓
社 、
目・5)
は 、
現
存
最
古
の
歌
論
書
の
初
め
て
の
注
釈
と
研
究

書 。
十
六
本
間
の
校
異
が
示
さ
れ
本
文
内
容
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て 、
校
本

と
し
て
の
意
義
が
大
き
い 。
沖
森
「
言
語
資
料
と
し
て
の
「
歌
経
標
式」」
は
本

集
の
万
葉
仮
名
が
正立目
的
用
字
法
を
志
向
し
「
書
紀」
の
用
字
の
影
響
を
う
け

て
い
る
と
指
摘 。
内
藤
明
に
よ
る
(『
国
語
と
国
文
学」
ω・
2)

書
評
が
あ
る 。

今
野
鈴
代
「『
后・
女
御」
考
||平安時代の

仮名散文の
世界から
||」

(『
国
文
鶴
見』

犯 、
mm-
U)
は
「
后・
女
御」
の
排
列
表
記
に一
つ
の
法
則
性
を
持
つ
と
指
摘 、

「
女
御・
更
衣」
他一
定
の
安
定
し
た
排
列
表
記
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
当
該

文
脈
固
有
の
色
合
い
を
持
つ
と
論
じ
る 。
(
和
化
漢
文)
春
日
和
男「
和
泉
往
来

続
紹
||『

と
の
用
法に
関して
||」

(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
卯 、
mm・-) 。
清
水

教
子
『
平
安
中
期
記
録
語
の
研
究」
(
翰
林
書
房 、
自・5)
は
既
発
表
論
文
を
ま

と
め
た
も
の 。
「
御
堂
関
白
記」
『
小
右
記』
『
権
記」
を
中
心
と
し
た
「
シ
パ
ラ

ク」
を
表
す
漢
字
の
用
法
等
が
正
字
対
通
字 、
正
字
対
類
字
の
観
点
な
ど
詳
細

に
検
討
さ
れ
て
い
る 。
ま
た
病
気
・

怪
我
に
関
す
る
表
現 、
感
情
表
現
が
ど
の

よ
う
に
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
か
分
野
語
集
の
表
記
研
究
の
資
料
集
と
し
て
も

貴
重
で
あ
る 。
鈴
木
恵「
院
政
鎌
倉
時
代
に
於
砂
る
和
化
漢
文
の
再
読
字
管
見」

(『
小
林』)
は
訓
読
上
問
題
と
さ
れ
る
再
読
字
を
和
化
漢
文
で
詳
述 。
平
安
中
期

か
ら
鎌
倉
期
ま
で
の
漢
字
の
用
法
が
丹
念
に
調
査
さ
れ
て
い
て
今
後
の
研
究
に

有
効 。
田
中
雅
和
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の一
考
察
||用

字・
誇
法上

の
漢文
和
化
に
つ
い
て
||(『
鎌
倉』
凶)
は
否
定
表
現
を
通
し
て 、
純
漢
文
に
除
い

て
は一
和
語
に
複
数
の
漢
字
が
相
応
し
て
も 、
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
或
る
漢

字
が一
つ
の
和
語
の
機
能
と
相
応
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
単
純
化
が
進
行
し 、
書

記
用
漢
字
の
体
系
の
整
備
や
強
化
と
し
て
捉
え
得
る
と
論
じ
た
も
の 。
橋
本
博

幸
「
平
安
古
記
録
に
お
け
る
『
故
障」
『
障
(
さ
は
り)』
の
併
用
を
め
ぐ
っ
て」

(『
国
語
学
研
究』
泊 、
回-
4) 。

(
悉
曇
研
究)
馬
淵
和
夫「
五
十
音
図
の
話」
(
大

修
館
書
底 、
mm・
7)
は 、
平
安
時
代
以
降
連
綿
と
続
い
て
き
た
「
韻
学」
が
解

明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
説
く 。

起
源
の一
は
悉
昼 、
も
う一
つ
は
漢
字

音
と
説
き 、「
五
十
音
図」
を
音
韻
図
表
で
あ
っ
た
と
思
う
こ
と
の
誤
り
を
論
じ 、

漢
字 、
真
仮
名 、
片
仮
名
は
昔
の
人
の
考
え
が
現
代
人
と
違
う
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
す
る 。
韻
学
研
究
の
重
要
性
を
教
え
ら
れ
る 。
肥
爪
周
二
「
悉
曇
学
と

ワ
行」
(『
国
語
と
国
文
学』
mm・2)
研
究
数
少
な
い
悉
曇
研
究
の一
つ
で 、ハ
行

と
ワ
行
の
表
記
を
論
じ
て
貴
重 。
馬
測
和
夫
編「
悉
曇
学
書
選
集

第
六
巻
||
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(
勉
誠
社 、
的出・
1)
は
継
続
出
版
の一
つ 。
本
書
等
が

多
く
活
用
さ
れ
悉
曇
資
料
に
よ
る
当
該
分
野
研
究
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
る 。

(
中
世)
(
仮
名
資
料)
山
口
佳
紀「
今
昔
物
語
集
表
記
法
管
見」
(『
古
代
日
本
文

体
史
論
考」
有
精
堂
出
版 、
mm・
4)
は 、
既
出
論
文
を
中
心
に
ま
と
め
た
書
中
の

ひ
と
つ 。
板
倉
篤
義
(「
国
語
と
国
文
学
」

似
・
ロ)
の
書
評
が
あ
る 。
特
定
字
の

検
討
と
パ
ソ
コ
ン
利
用
の
計
量
的
分
析
等
が
多
か
っ
た 。
木
村
紀
子
「
今
昔
物

語

集
の

用

字

意

識
」

(
『

奈
良
大
学
紀
要』

初 、

位
-

3
)

は

天
性一
・

震
日一
・

本

朝

仏

法・
本
朝
世
俗
の
各
部
毎
に
特
定
の
語
の
出
現
数
を
調
査
し
な
が
ら
用
字
法
の

特
色
に
迫
ろ
う
と
し
た
も
の 。
青
木
美
子「『
今
昔
物
語
集」
に
お
け
る
動
詞『
カ

へ
ル』
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て」
(『
高
知
大
国
文』
M 、
目・
ロ)
は 、
基
礎
動
詞

語
黛
を
と
ら
え 、
漢
字・
片
仮
名
交
り
文
と
い
う
表
記
様
式
の
な
か
で
も
「
今

昔
物
語
集」
は
「
返」
で
統一
さ
れ
て
お
り 、
他
の
漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
は

「
か
へ
る」
は
「
帰」 、
「
か
へ
す」
は
「
返」
で
表
記
す
る
傾
向
を
記
述
し
た
労

作 。
桜
井
光
昭「
表
記
か
ら
見
た『
字
治
拾
遺
物
語」
の
敬
語
の
よ
み」(『
辻
村」) 。

楢
回
良
照「
観
智
院
本
三
宝
絵
調
の
表
記
形
式
に
つ
い
て」
(「
佐
賀
大
国
文」
初 、

白・
6)
は
「
キ」
「
サ」
等
の
表
記
法
か
ら
本
書
の
表
記
形
式
の
性
格
を
求
め

よ
う
と
し
た
も
の 。
橋
本
行
洋
「
語
義
変
化
と
漢
字
表
記
|l『太平記」

諸本の『コ

ハ
シ
』
『
ツ
ヨ
シ
』

を
手
が
か
り
と
す
る
考

察||」

(
『
語
文」

臼 、

mm
・

9)

は
、

諸

本
に

お

け
る
異
同
例
を
手
が
か
り
に 、
「
コ
ハ
シ」
「
ツ
ヨ
シ」
の
よ
う
に
漢
字
表
記
を

同
じ
く
す
る
類
義
語
が 、
一
方
が
語
義
変
化
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
微
妙
な

関
係
で
保
た
れ
て
い
た
表
記
体
系
に
影
響
が
生
じ
両
語
に
対
す
る
用
字
意
識
は

お
互
い
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
変
化
を
遂
げ
る
も
の
だ
と
す
る 。
小
浜
村
い
ず

み「
平
治
物
語
の
漢
字
に
つ
い
て
逢
左
本
所
用
の
漢
字
の
字
種」
(『
豊
田
工
業
高

等

専
門
学
校
研

究
紀
要」

お 、

m出
・

ロ
)
。

(
近
世)
(
抄
物)
高
見
三
郎
「
抄
物
に
訟
け
る
で
合
ふ」
の
『
ア」
『
ヤ」

表
記
に
つ
い
て」
(『
女
子
大
国
文」
山 、
四-
U)
は 、
は
や
く

橋
本
進
吉
が

指
摘
し
た
問
題
を
抄
物
を
広
く

分
析
し
表
記
の
実
態
を
記
述 。
(
戯
作
物)
神
戸

和
昭
「
近
世
語
資
料
と
し
て
の
江
戸
戯
作
の
写
実
性
に
関
す
る一
検
証
||『浮

世
風
包』

に
お
け
る
合

剛警
の
表
記
を
中
心
に

||
」

(
『
語
文
論
叢』

幻 、

mm
・
5
)

は
三

馬
の

上
方
語
の
描
写
に
つ
い
て 、
写
実
性
に
疑
問
あ
り
と
す
る
の
に
対
し
て 、
か
な

り
の
写
実
性
を
有
す
る
と
論
じ
た
も
の 。
他
に
山
口
登
「
式
亭
三
馬
の
片
仮
名

表

記
と

階

層

意

識

||
『
浮
世
風
呂」
を
中
心
に

1|
」

(
『
国
語
学
会
研

究
発
表
会
要
旨
』 、

白
・5) 。(

お
も
ろ
そ
う
し)
間
宮
厚
司
「『
お
も
ろ
そ
う
し」
の
文
字
(
兼
語

葉)

索

引

1
1
1

ア

行 、

I
2
1
カ

行
」

(
『
鶴
見
大
学
紀
要』

却 、

初 、

白
・
3 、

mm
・

3) 0(
雨
月
物
語)
柏
谷
嘉
弘「『
雨
月
物
語
の
日
本
漢
語』」
(『
国
語』)
は
平
安

時
代
以
来
の
日
本
漢
語
の
基
層
を
形
成
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ 、
そ
の
表
記

法
が
仮
名
表
記 、
漢
字
表
記 、
特
殊
な
表
記
と
詳
細
に
分
析
さ
れ 、
俗
字 、
抄

物
書 、
類
音
表
記 、
文
選
読
系
表
記
が
記
述
さ
れ
て
い
る 。
藁
科
勝
之「『
雨
月

物
語』
の
表
記
と
言

語l||アハ
レ
とアヤシ」
(『
辻
村」) 、
同
「『
雨
月
物
語』
の

チ
カ
ヒ
と
チ
ギ
リ
(『
文
経
論
叢』

幻'
3 、

白・
3) 、
同
「『
雨
月
物
語」
の
マ
コ

ト
の
表
記
と
意
味
||7
コ
ト
お
よ
びマコ
トニ、
マ
コ
ト
シ

11」
(『
国
語
学
研

究
と
資

料』
凶 、
位-
U)
は 、
漢
字
表
記
は
そ
れ
ぞ
れ
の
字
義
を
利
用
し
て
倫
理
的 、

道
徳
的
観
念
や
心
的・
精
神
的
様
態
を
託
し
て
示
し 、
仮
名
表
記
は
対
象
の
事

実
性 、
真
実
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で 、
表
記
と
意
味
が
対
応
し
漢
字
と

仮
名
と
の
か
き
分
け
は
明
瞭
な
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
説
く 。
(
仮
名
草
子)

久
保
田
篤
「
写
本・
古
活
字
本・
整
版
本
の
表
記
||『恨の

介』
を資
料として
||」

(「
国
語』)
は
仮
名
草
子
の
五
本
に
共
通
し
て
同
じ
語
句
の
見
ら
れ
る
部
分
を
調

査
し
て 、
表
記
の
違
い
を
検
討 。
近
世
の
出
版
事
情
と
表
記
の
問
題
を
探
求 。

(
往
来
物)
三
保
サ
ト

子『
三
次
市
立
図
書
館
蔵
往
来
物
総
目
録」
(
島
根
県
立
島
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根
女
子
短
期
大
学
文
学
科
三
保
研
究
室 、
ω・3)
は
地
域
所
在
の
資
料
群
の
発
掘・

整
理
で 、
和
化
漢
文
等
の
研
究
に
寄
与
す
る
貴
重
な
資
料
報
告 。

三、
漢
字
研
究

文字 ・ 表記(史的研究)

石
塚
晴
通
「
宋
版
斉
民
要
術
の
字
体」
(『
官岡
山
寺』
3)
は 、
高
山
寺
所
蔵
の

北
宋
よ
り
南
宋
に
移
る
時
期
の
版
本
の
所
用
字
体
を
分
析 。
同「
漢
字
の
字
体」

(『
国
語
学
会
公
開
講
演
会
要
旨』
回-
m)
は
積
極
的
に
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
発

言
し
て
い
る
氏
の
最
新
の
デ
l
タ
を
通
時
的
に
示
し
た
も
の 。
氏
に
よ
っ
て
諸

外
国
所
在
の
漢
字
資
料
の
原
本
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
漢
字
字
体
へ
の
基
礎
資

料
と
し
て
貴
重
で
あ
る 。
同「
中
園
周
遁
諸
民
族
に
珍
け
る
漢
文
の
訓
読」
(『
訓

点
語
と
訓
点
資
料」
川町、
mm・-)
精
力
的
に
敦
埠
本
等
の
海
外
所
在
資
料
の
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り 、
成
果
は
学
界
に
多
大
の
刺
激
を
与
え
て
い
る 。
氏
に
よ
る

海
外
所
在
の
研
究
資
料
群
を
ま
と
め
た
研
究
著
書
の
公
刊
が
待
た
れ
る 。
雑
誌

『
し
に
か」
(
3I
9 、
位-
9)
が
「
特
集・
漢
字
が
入
っ
て
き
た
こ
ろ」
と
い
う

特
集
を
組
ん
だ 。
犬
飼
隆
「
漢
字
が
入
っ
て
き
た
こ
ろ
の
日
本
語
と
漢
字
の
受

容」 、
毛
利
正
守
「
漢
字
受
容
期
の
資
料
を
め
ぐ
っ
て」 、
李
成
市
「
古
代
朝
鮮

半
島
の
漢
字
事
情
と
日
本」
他
が
新
し
い
漢
字
論
を
展
開
し
て
い
る 。
(
所
用
漢

字
の
特
徴)
三
保
忠
夫「
高
山
寺
本
古
往
来
の
所
用
漢
字
に
つ
い
て」
(『
高
山
寺」

3)
は
所
用
漢
字
と
そ
の
使
用
度
数
に
つ
い
て
調
査
し 、
日
常
的 、
常
用
的
な
漢

字
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
範
囲
の 、
ど
の
よ
う
な
字
種
を
い
う
の
か
を

追
求
し
た
も
の 。
浅
野
敏
彦
三
陸
奥
話
記」
の
漢
字
と
こ
と
ば

平
安
時
代
識

字
層
の
常
用
漢
字」
(『
語
業
史』
ロ)
も
同
趣
旨
の
調
査 。
品附
鳴
蒙「
色
葉
字
類

抄
地
儀
用
語
の
漢
字
用
法
||三

巻本を
中心に
||」

(『
論
叢』
白・
3)
は
地
儀
門

に
掲
出
さ
れ
た
普
通
名
調
を
対
象
に
漢
字
の
用
法
の
正
周
用
法 、
仮
名
用
法
を

詳
細
に
記
述 。
類
義
語
の
検
討
と
し
て
堀
畑
正
臣
「『
挙
(
ア
ゲ)
テ』
と
「
挙

(
コ
ゾ
リ)
テ』
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料」
引)
は 、
『
今
昔
物
語
集』
他 、
記
録
語

や
訓
点
資
料
を
広
く

調
査
し
て 、
平
安
鎌
倉
期
に
『
首
ヲ
挙
テ』
を
「
カ
ウ
ペ

ヲ
ア
ゲ
テ」
で
は
な
く
「
カ
ウ
ペ
ヲ
コ
ゾ
リ
テ」
と
訓
む
こ
と
を
論
じ
た 。
他

の
展
望
で
論
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が 、
次
の
論
考
も
あ
っ
た 。
大
坪
併
治
「
漢

文
訓
読
文
で
『
見』
を
ル・
ラ
ル
と
読
む
場
合
の一
考
察
(
上)
(
下
こ
(『
国
語

国
文』
臼t
4 、
臼1
5 、
目・
4 、
目
・5) 、

辛
島
美
絵
「「
る・
ら
る』
の
尊
敬

用
法
の
発
生
と
展
開」
(「
国
語
学』
問 、
目・3) 、
田
島
統
堂
「
法
華
経
為
字
和

訓
考

ll資料
編
5・
6
||」

(『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集』
山・
川、
mM
・mm) 。

(
字
体・
字
形)
藤
田
夏
紀
「
干
禄
字
書
に
お
け
る
正
字・
異
体
字
関
係
の
類
型

に
つ
い
て」
(『
国
文
学
孜」
郎 、
m出-
U)
は
漢
字
の
構
成
要
素
の
形
態
の
差
異
と

位
置
関
係
の
差
異
と
い
う
こ
点
に
着
目
し
て 、
正
字・
異
体
字
関
係
の
類
型
化

を
試
み
た
も
の 。
異
体
字
を
認
定
す
る
基
準
や
分
類
基
準
を
確
定
す
る
意
図
で

行
っ
た
調
査 。
山
本
秀
人
「
漢
字
字
体
の一
問
題

||院政・
鎌倉時代魯写の
片仮

名文にお
ける
木偏と
手偏につい
て」
(『
福
岡
教
育
大
学
紀
要」
引 、
幻・2)
は
手
偏
と

木
偏
の
近
似
の
詳
細
な
調
査 。
望
月
郁
子
「
世
尊
寺
本
『
字
鏡」
(
心
篇)
の
標

出
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
先行諸字容を
手がかりに」
(『
人
文
論
集」
必 、
白
・
7) 。

西
原一
幸
「
改
編
本
系
「
類
衆
名
義
抄』・
『
龍
禽
手
鑑」
に
み
え
る
『
或」
お

よ
び
『
或
作」
の
字
体
注
記
に
つ
い
て」
(『
日
本
語』)
は
両
書
に
記
載
の
字
体・

字
形
注
記
は 、
中
国
に
お
け
る
字
体
弁
別
の
専
書
で
あ
る
字
様
と
よ
ば
れ
る
小

学
書
の
ど
こ
に
も
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
記
述
が
な
く 、
そ
の
意
味
で
極
め
て

特
異
な
注
記
で
あ
る
こ
と
を
指
摘 。
中
国
の
字
体・
字
形
注
記
の
変
遷
と
対
照

し
て 、
そ
の
生
成
の
筋
道
を
推
定
し
よ
う
と
し
た
も
の 。
柴
田
雅
生
「
自
筆
本

「
奥
入』
の
漢
字
字
形」
(『
活
水
臼
文」
幻 、
mm・
9)

藤
原
定
家
の
草
稿
本
的
な

性
格
を
持
つ
文
献
の
漢
字
の
字
形
が
行
書
に
草
書
を
交
え 、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

簡
略
化
の
方
向
へ
い
く
ら
か
踏
み
出
し
た
も
の
と
い
え
る
と
実
態
と
そ
の
特
徴
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を
分
析 。
笠
原
宏
之
「
字
源
説 、
{子
源
意
識 、
文
字
に
対
す
る
意
識
が
字
体
に

与
え
た
影
響
||
苗」
の
具
体
字
に
関
して
||」

(『
国
語
学
研
究
と
資
料」
日、
位­

U)
は
異
体
字
が
時
代 、
国
家 、
地
域 、
位
相 、
個
人
に
よ
っ
て
意
味
の
使
い
分

け
の
た
め
に
利
用
さ
れ
得
る
例
を 、
中
国
側
の
文
献
等
を
も
調
査
し
て
詳
細
に

論
じ
た
も
の 。
藤
田
夏
紀
・

豊
田
尚
子
他
「
院
政・
鎌
倉
・

室
町
時
代
に
お
け

る
『
園」
の
字
体
の
表
記
の
様
相
に
つ
い
て
||延

腹本『平家
物語』
を
中心と
して
|

l」
(『
広
島
大
学
国
語
史
研
究
会
会
報」
引 、
mm-
3)
は
延
慶
本
『
平
家
物
語」

を
出
発
点
に
九
種
の
文
献
類
を
精
査
し
た
も
の 。
基
礎
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ

る 。
(
国
字)
笠
原
宏
之
「
漢
和
辞
典
の
国
字
に
関
す
る
諸
問
題」
(「
語
業・
辞

書
研
究
会
第
4
回
研
究
発
表
会』
mm-
U)
は
諸
漢
和
辞
典
の
国
字
を
扱
っ
た
も
の

で
国
字
の
問
題
点
が
歴
史
的
に
も
多
角
的
に
捉
え
ら
れ
現
到
達
点
の
ひ
と
つ
を

示
し
て
い
る 。
同
「『
園
字
考」
の
編
纂
意
図
の
考
察

||l国
字研究の一
系譜を探

る」
(『
国
語
学
研
究
と
資
料」
口 、
目・ロ)
は
伴
直
方
著
の
構
成
と
内
容
上
の
問

題
点 、
掲
出
字
の
性
質 、
掲
出
字
に
対
す
る
考
証
の
目
的
を
検
討
し 、
編
纂
意

図
を
考
察 。

四、
仮
名
研
究

(
平
仮
名)
山
内
洋一
郎
「
文
字
史
上
の
古
筆
資
料
草
仮
名」
(「
古
代』)
は 、

諸
資
料
の
精
密
な
分
析
を
通
し
て
審
美
的
資
料
の
草
仮
名
が
上
代
万
葉
集
を
継

承 、
次
代
の
女
手・
平
仮
名
へ
向
け
て
新
し
い
字
母
の
創
出 、
資
料
内
部
で
の

独
自
の
字
母
の
創
出
と
用
法
の
生
成
と
を
説
く 。
実
用
的
仮
名
資
料
の一
音一

字
と
異
な
る
性
質
を
論
じ
て
お
り
説
得
力
を
持
つ 。
平
仮
名
の
世
界
は
複
雑
で

そ
こ
に
多
様
な
草
仮
名
資
料
が
多
様
に
か
ら
ま
っ
て 、
歴
史
の
重
要
な
段
階
を

占
め
て
い
る
と
い
う 。
巻
末
に
草
仮
名
資
料
字
母
数
表
を
付
載 。
同
「
中
世
平

仮

名
の
一

調

査

||
梅
沢
本
古
本
説
話
集
に
よ
る
具
体
字
種
と
仮
名
連
続
の
実
態
に
つ
い
て
」

(「
小
林』)
は 、
平
仮
名
の
歴
史
を
追
求
す
る
と
き
の
中
世
初
期
の
あ
り
方
を
見

る
資
料
と
し
て 、
梅
沢
本
古
本
説
話
集
を
選
ぴ 、
そ
の
四
筆
の
比
較
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て 、
そ
の
個
性
と
共
通
性
の一
端
を
明
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る 。

そ
の
観
点
と
し
て 、
同
じ
文
字
観
念
の
中
の
異
体
字
の
存
在
と
そ
の
比
較 、
連

続
字
体
で
の
異
体
字
の
見
せ
る
相
を
解
明
し
て
い
る 。

小
林
芳
規「
梁
康
秘
抄
の
本
文
と
用
語」
(『
梁
塵
秘
抄
閑
吟
集
狂
言
歌
謡』

新
日
本
古
典
文
学
大
系
% 、
岩
波
書
底 、
白・
6)
は 、
竹
柏
園
旧
蔵
本
が
江
戸
時

代
の
転
写
本
で
あ
る
も
の
の
寂
蓮
直
筆
本
か
同
期
の
親
本
の
臨
模
と
し
て
当
時

の
言
葉
に
復
元
す
る
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
資
料
と号一口
う 。
平
安
時
代
の
平
仮
名

文
の
転
写
方
法
の
二
類
型
を
規
定 、
一
つ
は
原
本
の
忠
実
な
臨
模 、
一
つ
は
親

本
を
読
解
し
つ
つ 、
不
明
や
難
解
の
語
句
を
私
改
し
た
り
改
訂
し
た
り
す
る
転

写
で
あ
り 、
当
梁
塵
秘
抄
の
竹
柏
園
旧
蔵
本
は
前
者
と
見
ら
れ
る
と
す
る 。
理

由
を
誤
写
が
基
本
的
に
は
字
形
の
類
似
に
基
づ
い
て
い
る
点 、
所
用
の
仮
名
字

体
が
撰
述
時
の
平
仮
名
文
の一
般
的
傾
向
に
合
う
点 、
和
語
の
仮
名
遣 、
媛
音

二
種
を
含
む
音
使 、
ハ
行
転
呼 、
{子
音
語
に
お
け
る
劫立閏
表
記 、
並
び
に
漢
字

表
記
等
の
様
相
が
撰
述
当
時
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
に
適
い 、
少
な
く
と
も

近
世
写
本
の
表
記
と
は
異
な
る 、
古
用
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
す
る 。
転
写
本

し
か
存
し
な
い
文
献
の
原
本
復
元
に
対
す
る
方
法
を
提
示
し
て
い
る 。
久
曽
神

昇
『
平
安
仮
名
書
状
集』
(
汲
古
書
院 、
白
・日) 、

同
「
不
空
三
蔵
表
制
集

他

二
種」
(
汲
古
書
院 、
mm・5)
が
既
刊
よ
り
も
鉱
大
の
写
真
版
を
載
せ
て
提
供
さ

れ
た 。
『
平
安
仮
名
書
状
単
字
索
引
稿
ご)(
二)』
(『
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史

研
究
会
会
報」
創
刊
号 、
2 、
白・
3、
mm-
3)
が
私
家
版
と
し
て
少
部
数
配
布

さ
れ
た 。
手
堅
い
基
礎
作
業
の
資
料
集
で
あ
り
貴
重
な
研
究
で
あ
る 。
小
松
茂

美『
古
筆
学
大
成』
(
全
三
十
巻 、
講
談
社)
が
完
成 。
古
今
和
歌
集
始
め 、
勅
撰

集 、
私
家
集
な
ど
の
歌
集
が
二
十
二
巻 、
源
氏
物
語
な
ど
の
物
語
関
係
が
二
巻 、
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文字 ・ 表記(史的研究)

他
に
漢
籍
・

仏
書
・

釈
文
・

論
文
を
掲
載 。
昭
和
四
十一
年
に
企
画
さ
れ 、
四

万
枚
を
撮
影 。
う
ち
大
成
に
は
室
町
時
代
ま
で
の一
万一
千
枚
が
収
録
さ
れ
て

い
る 。
江
戸
中
期
の
書
陵
部
蔵
の
み
が
唯一
伝
存
本
で
あ
る『
と
は
ず
が
た
り』

の
書
写
当
時
の
十
三
世
紀
末
の
切
が
発
見
さ
れ
る
な
ど 、
今
後
の
文
字
・

表
記

史
研
究
に
与
え
る
恩
恵
は
大
き
い 。
仲
川
恭
司
「
草
書
の
源
流
に
つ
い
て
の一

考
察」
(『
専
修
国
文」
印 、
ω・l) 、
橋
本
有
紀
「
最
明
寺
本
『
宝
物
集」
に
お

け
る
仮
名
『
は』
の
書
き
分
け
に
つ
い
て」
(「
た
ま
ゆ
ら』
M 、
自・3) 、
西
田

隆
政
「
源
語
須
磨
の
表
記
構
成

||助
動
詞「
ぬ」
に
よ
る
段
落
幽構
成
ll」

(『
中
古
文
学』

日 、
目
・5) 。

(
片
仮
名)
山
内
洋一
郎「
漢
語
史
に
お
け
る
仮
名
書
き
漢
語

清

原
宣
賢
『
毛
詩
聴
塵』
に
よ
る
考
察」
(『
語
象
史』
ロ)
は
仮
名
書
き
漢
語
と
い

う
テ
l

マ
の
重
要
性
を
論
じ
た 。
仮
名
書
き
漢
語
が
儒
学
と
し
て
正
格
視
さ
れ

て
き
た
唐
以
前
の
漢
文
か
ら
見
て
多
く
は
。

わ
け
あ
り。
の
語
で
あ
り 、
そ
れ

は
中
国
語
史
で
の
宋
以
降
の
語 、
日
本
に
入
っ
て
か
ら
字
音 、
意
味 、
用
法
に

変
質
の
あ
る
語 、
如
何
な
る
漢
字
に
基
づ
く
か
決
定
で
き
な
い
語
な
ど
で
あ
る

こ
と
を
論
証 。
宣
賢
の
表
記
法
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の 。
榎
木
久
薫
「
中

世
片
仮
名
文
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
字
音
語
に
つ
い
て」
(『
鎌
倉』
凶)
は 、
法

華
百
座
聞
書
抄 、
図
書
寮
本
宝
物
集 、
観
智
院
本
三
宝
絵
調
等
の
仮
名
書
き
漢

語
の
三
作
品
の
共
通
性
を
分
析
し
て
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
理
由
を
漢
字
の
表
意

機
能
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
た
た
も
の 。
金
子
彰
「
男
女
差
と
表
記
差
|1鎌倉

時代の一
夫
一婦の
漢語の
表記を
視点と
して
ll」

(『
文
化』)
は
平
仮
名
文
献
を
調
査 、

親
驚
と
室
恵
信
尼
の
書
状
か
ら
仮
名
書
き
漢
語
の
差
は 、
男
女
差
や
言
語
修
得

の
環
境
差
等
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
記
述
し
た
も
の 。
榎
木
久
薫
「
図
書
寮

本
宝
物
集
に
お
け
る
片
仮
名
小
字
表
記
の
規
則
性
に
つ
い
て」
(『
小
林』)
は
自

立
語 、
付
属
語
が
品
調
毎
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が 、
他
文
献
で
の
実
証
検
討
も

期
待
さ
れ
る 。
佐
藤
栄
作
「
字
形
か
ら
字
体
へ

||「観
智
院本
類名
義
抄』
の
『ツ』

とそれに
付された
平声点をて
がか
りに」
(『
辻
村』) 。
同
「
カ
ナ
字
形・
字
体
に
つ
い

て
の
基
礎
的
研
究
2

1|「シ」
と「ツ」
を
め
ぐっ
て
||」

(『
山
手
国
文
論」
M、
mm・

- 。
深
野
浩
史
「
平
安
・

鎌
倉
時
代
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
珍
け
る
複
合
動
詞

上
位
語
語
尾
表
記
の
有
無
に
就
い
て

|よヴ
昔
物詩集の
表記を中
心
として
||」(『

小

松』) 。
月
本
直
子
・

月
本
雅
幸
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
質
物
集
総
索
引』
(
汲
古
書

院 、
回-
m)
は
新
企
画
の
「
古
典
籍
索
引
叢
書」
の
第一
回
配
本
で
あ
る 。
「
後

世
の
転
写
や
活
字
本
で
な
く 、
出
来
る
限
り
の
古
い
時
代
の 、
し
か
も
信
懇
性

の
高
い
本
文
を
備
へ 、
資
料
的
価
値
の
高
い
写
本
を
選
ぴ 、
そ
れ
に
直
接
基
づ

い
た
索
引」
(
築
島
裕 、
刊
行
に
当
たっ
て)
は
文
字・
表
記
史
研
究
に
必
携
の
資

料
群
と
な
る
で
あ
ろ
う 。
小
林
芳
規
「
石
山
寺
蔵
の
片
仮
名
交
じ
り
文
に
つ
い

て」
(「
石
山
寺
の
研
究
深
密
蔵
聖
教
篇
下』
法
蔵
館 、
白・2)
は
片
仮
名
研
究

に
と
っ
て
貴
重
な
新
文
献
群
の
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
る 。
こ
れ
ら
の
資
料
群

の
影
印 、
翻
刻
等
の
紹
介
が
待
た
れ
る 。
(
真
名
と
仮
名)
雑
賀
め
ぐ
み
「『
真

字
百
人一
首』
の
用
字
と
表
記」
(「
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学』
お 、
MM・
2)

は
真
名
本
の
成
立
背
景
を
用
字
・

表
記
か
ら
追
求
し 、
筆
者
の
文
字
意
識
あ
る

い
は
近
世
の
文
字
意
識
を
分
析
し
た
も
の 。
村
上
美
登
志
「
太
山
寺
本
「
曽
我

物
語」
本
文
研
究(一
)

||真名表
記と
仮名表記
||」

(『
立
命
館
文
学』
問、
的出・
6)

は
表
記
の
背
後
に
真
名
本
・

仮
名
本
に
共
通
す
る
仮
名
書
き
の
唱
導
文
の
存
在

を
推
定 、
真
名
表
記
に
先
行
す
る
仮
名
交
じ
り
文
の
存
在
の
検
討
の
必
要
性
を

述
べ
た
も
の 。
古
田
恵
美
子
「
同
文
脈
に
於
け
る
語
集
の
位

相||『往生要集」

訓点本と
仮名書き
本の
詩集の
訳し分砂につい
て」
(『
国
語
と
国
文
学」
ωt
u 、
位-
H)

同
「
仏
典
仮
名
書
き
本
に
除
け
る
元
漢
文
の
再
読{子
に
対
応
す
る
語
法
に
つ
い

て
||主に『往生

婆
集』
の
場A
T|」
(『
国
語』)
は
諸
種
の
仮
名
書
き
本
同
士
の
差

異
を
検
証
し 、
訓
点
本
で
の
訓
読
法
と
比
較
し
て 、
仮
名
書
き
本
の
特
質
と
位

相
を
手
堅
く
実
証 。
金
子
彰「
高
山
寺
蔵
釈
迦
如
来
念
講
次
第
に
つ
い
て」(『
東
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京
女
子
大
学
日
本
文
学」
花 、
位-
9) 、同

「
高
山
寺
蔵
釈
迦
知
来
念
諦
次
第
の

仮
名
訓
に
つ
い
て」
(『
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学」
乃 、
mm・
3)
は
新
資
料
の
紹

介 。

五、
仮
名
遣
い
・
用
字
法

定
家
仮
名
遣
い
の
検
討
が
多
か
っ
た
が 、
多
く
は
仮
名
遣
い
が
及
ん
だ
諸
本

の
報
告
や 、
後
世
の
定
家
仮
名
遣
批
判
等
の
も
の
で
あ
っ
た 。
定
家
の
用
字
法

に
つ
い
て
は 、
定
家
本
の
用
字
法
そ
の
も
の
の
追
求
と
定
家
の
用
字
法
が
ど
の

範
囲
に
及
ぶ
か
と
言
う
影
響
関
係
追
求
が
あ
っ
た 。
冷
泉
家
時
雨
亭
蔵
『
古
来

風
鉢
抄」
の
新
資
料
の
複
製
公
開
等
に
よ
っ
て 、
俊
成
等
の
解
明
に
よ
っ
て
こ

の
分
野
の
研
究
が一
一層
盛
ん
に
な
る
で
あ
ろ
う 。『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書』(
全
六

O
巻)
の
内 、
古
来
風
鉢
抄・
平
安
私
家
集一
・

散
木
寄
歌
集・
冷
泉
家
古
文
書・

平
安
中
世
私
撰
集・
拾
遺
慰
草・
続
後
撰
和
歌
集・
為
家・
歌
学・
為
広
詠
草

集
他
が
公
開
さ
れ 、
定
家
と
の
比
較
で
影
響
の
及
ぶ
範
囲
の
研
究
が
盛
ん
に
な

ろ
う 。
安
田
章
「
濁
る
仮
名」
(『
国
語
学」
川 、
位-
9)
は
こ
の
分
野
の
根
本

問
題
を
論
じ
た
重
要
な
も
の 。
村
田
正
英「
定
家
自
筆
平
仮
名
に
お
け
る
漢
字・

仮
名
同
形
字
に
つ
い
て」
(『
小
林』)
は
平
仮
名
文
に
交
え
用
い
ら
れ
た
漢
字
は

意
味
と
読
み
と
を
表
す
標
語
文
字
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
と
指
摘
し 、
そ
の
漢

字
の
読
み
に
相
当
す
る
仮
名
文
字
の
代
役
と
も
い
え
る
位
置
づ
け
を
検
討 。
証

本
的
文
献
を
対
象
に
し
て
い
た
小
松
英
雄
の
従
来
の
指
摘
が
草
稿
的
な
文
献
に

そ
れ
が
及
ぶ
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
の
は
次
掲
の
も
の
が
あ
る 。
豊
田
尚
子「
藤

原
定
家
自
筆
の
平
仮
名
文
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て」(『
国
文
学
孜』
郎 、

ω・
ロ)
は 、
定
家
直
筆
本
を
文
芸
性
を
重
視
し
た
資
料
と
実
用
性
重
視
し
た
資

料
と
に
分
け 、
両
者
の
あ
い
だ
に
所
用
の
仮
名
字
体 、
行
頭
に
お
い
て
隣
接
す

る
同
音
の
仮
名
の
用
い
方
に
差
異
が
見
ら
れ
る
と
分
析 。
柴
田
雅
生
「
自
筆
本

『
奥
入』
の
漢
字
字
形」
(『
活
水
日
文』
幻 、
自・
9)
は
証
本
的
な
も
の
は
均
質

性
が
高
く 、
そ
れ
以
外
は
そ
の
実
用
性
に
鑑
み
表
記
方
法
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ

た
と
豊
田
の
論
に
修
正
案
を
提
示 。
高
橋
宏
幸
「
藤
原
定
家
の
『
仮
名
遣』
成

立
の
時
期
に
関
す
る
鶏
肋

上広
々
集
と
書
状」
(『
国
文
学
論
考』
却 、
目・
3)
は 、

定
家
の
「
仮
名
遣」
成
立
の
時
期
は
大
野
晋
の
二
十一
歳
説
よ
り
は
迫
野
度
徳

の
二
十
六
歳
か
ら
三
十
歳
の
聞
の
説
を
支
持
し
た
も
の 。
し
か
も 、
書
状
と
い

う
世
俗
的
通
俗
的
な
も
の
に
も
若
い
こ
ろ
は
仮
名
遣
を
適
用
し
て
い
た
点
を
指

摘 。
渋
谷
栄一
「
藤
原
定
家
と
「
源
氏
物
語」
校
訂
2

11|定家自
主『奥入」
所

載『源氏物語」
巻尾
本文にお
りる
仮名遣訂正」
(『
日
本
文
学
論
究』
臼 、
mm・
3) 。

佐
々

木
勇
「
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
寿
経」
の
訓
点
に
つ
い
て

|!定家仮名遣に
よる訓点

本と
親鴛の
字音点
||」

(『
鎌
倉」
日)
は
定
家
仮
名
遣
の
使
用
を
確
認
し 、
漢
文
訓

読
の
場
で
は 、
一
般
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た(
築
島
俗『
歴
史
的
仮
名
遣
い』
〈
中

公
新
書
〉)
と
い
う
点
に
新
資
料
を
提
示
し
た
も
の 。
慎
重
な
論
証
が
伺
え
る 。

迫
野
度
徳
「「
名
語
記」
の
仮
名
づ
か
い」
(『
鶴
久』)
も
基
本
的
に
定
家
仮
名
づ

か
い
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る 。
池
田
利
夫
「
藤
原
定
家
の
援
音

識
別
表
記
確
立
と
崩
壊」
(『
平
成
五
年
度
国
語
学
会
秋
季
大
会
要
旨」
回-
m)
は

定
家
を
中
心
に
俊
成 、
為
家
の
親
子
三
代
の
媛
音
表
記
を
記
述
し
た
も
の 。
伊

坂
淳一
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法・
試
論
4
||日野切

本『千載和歌集』
におりる用
字

法」
(『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要』
刊 、
位-
2) 、
矢
野
準
「一
九
自
画
作
黄

表
紙
の
文
字
遣
い

榎
本
板
四
種
を
中
心
に」
(『
国
語
国
文
研
究
と
教
育』
幻 、

平
7)) 。

坂
本
清
恵
「
契
沖
の
定
家
仮
名
遣
い
批
判

||四声観との
関係か
ら」

(『
国
文
学
研
究」
則 、
幻-
3)
契
沖
が
定
家
仮
名
遣
い
批
判
を
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
せ
た
の
か 、
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
係
を
も
っ
「
お・
を」
を
含
む
語
の
検
討
を

行
っ
た 。
詳
細
な
論
証 。
今
野
真
二
「「
た
ま
き
は
る』
の
か
な
づ
か
い
||和語

につい
て
||」

(「
辻
村』) 、
同
「
荒
木
田
守
武
の
か
な
づ
か
い

11自筆本を
中心資
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料と
して
||」(『

国
語学会研究
発表要
旨」
幻・
5) 、

同
「
か
な
づ
か
い
のゆ
れ

||荒木凹守武自筆本を資料として
||」(「松陰女子短期大学紀要』
9 、
mm・ロ)

は
室
町
時
代
の
連
歌
世
界
の
仮
名
遣
を
資
料
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
荒
木
田
守
武

と
「
仮
名
文
字
遺」
と
の
関
連
を
論
じ
た
も
の 。
高
瀬
正一
「
本
居
宣
長
「
在

京
日
記」
に
お
け
る
仮
名
遣
い
||歴史的仮

名遣いと
の
相違を中心に
|||」(『

文
献

探
求』
出-
n 、
目
・
ロ)
は 、
従
来
の
研
究
で
概
し
て
定
家
流
仮
名
遣
の
系
譜

に
つ
な
が
り 、
更
に
当
時
の
世
俗
的
仮
名
遣
に
従
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
本
居
宣

長
に
つ
い
て 、
在
京
日
記
を
検
証
し
歴
史
的
仮
名
遣
と
の
相
違
の
実
態
を
記
述

し
た
も
の 。
定
家
仮
名
遣
と
の
関
連
は
今
後
に
追
求
を
残
し
た 。
坂
梨
隆
三「
曾

根崎
心
中
の『
お・
ほ・
を」」
(

『
東京大学
教
養学
部人
文
科学
科
紀要』
弘、
mm・

3) 、
同
「
堀
川
波
鼓
の
表
記
に
つ
い
て」
(『
近
代
語』)
は
語
頭
の
ワ
に
「
は」 、

助
調
ヲ
に
「
お」
を
用
い
る
等
特
異
な
仮
名
遣
い
を
九
項
目
論
じ
た
詳
論 。
高

山
知
明
「
破
擦立日
と
摩
擦
音
の
合
流
と
濁
子
音
の
変
化

||い
わゆ
る『四つ
仮
名」

合流の
歴
史
的位置付げ」
(『
国
語
国
文」
mt
4 、
mm
・4) 。

木
枝
増一
「
仮
名
遣
の

歴
史
的
研
究
資
料
目
録」(『
近代
国
語学
書
目・解
題
選
第
6
巻」
ゆまに
書
房 、

白
・
4)
は
仮
名
遣
研
究
史
の
基
礎
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る 。

六 、
補助符号

文字・表記(史的研究)

(
訓
点)
大
坪
併
治
「
石
山
寺
本
大
方
広
仏
華
厳
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究』

(
大
坪
併
治
著
作
集
9、
風
間
書
房 、
犯・
2) 、

『
改
訂

訓
点
語
の
研
究

上」
(
大

坪
併
治
著
作
集
1、

風
間
書一房 、
ω・日)
は 、
傘
寿
を
記
念
し
て
既
刊
六
冊
の
改

訂
と
新
刊
書
き
下
ろ
し
六
冊
の
著
作
集
全
十
二
冊
刊
行
を
企
画 。
後
者
は一
九

六一
年
刊
の
改
訂
で
補
注
を
三
十
ペ
ー

ジ
附
載 、
前
者
は
書
き
下
ろ
し
で
第一

章
が
表
記
法
で
あ
る 。
氏
に
よ
る
訓
点
語
研
究
が
文
字 、
表
記
史
研
究
に
大
き

く
寄
与
し
た
こ
と
を
思
い 、
こ
の
全
企
画
の
見
事
な
完
成
を
待
つ
も
の
で
あ
る 。

(
声
点)
沼
本
克
明
「
類
衆
名
義
抄
に
が
け
る
濁
音
字
母
の
歴
史
的
位
置」
(「
国

文
学
孜』
印・
問 、
幻-
3) 、
同
「
濁
音
字
母
か
ら
濁
声
点
へ

|11濁点の
起源論

統紹」
(『
国
語
学」
問 、
目・3) 、
同
「
石
山
寺
蔵
古
博
士
資
料
に
つ
い
て
胎金

両界声明
集」
(『
石
山
寺」) 、
同「
濁
点
形
式
の
統
合
史
素
描

|上高山寺所蔵資
料に

よる
||」

(『
高
山
寺』
3)
は 、
築
島
裕
等
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
き
た
濁
点
の

起
源
が 、
沼
本
の一
連
の
該
博
な
実
証
研
究
に
よ
っ
て 、
大
き
く
進
展
し
た
こ

と
が
特
筆
さ
れ
る 。
濁
点
の
統
合
史
を
詳
細
に
実
証
し 、
発
生
当
時
種
種
の
形

式
が
試
み
ら
れ
て
い
た
も
の
が
漸
次
淘
汰
さ
れ
て
複
声
点
方
式
に
統
合
さ
れ 、

統
合
の
時
期
は
概
ね
院
政
末
期
の一
一
五
O
年
頃
と
推
定
さ
れ
た 。
な
ぜ
種
種

の
形
式
の
中
で
複
声
点
方
式
に
統一
し
た
の
か 、
複
声
点
方
式
か
ら
仮
名
の
右

方
濁
点
方
式
へ
の
推
移
や一
般
化
の
過
程
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か 、
な
ぜ
濁
点

は
陀
羅
尼
の
音
読
か
ら
は
じ
ま
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か 、
濁
点
の
成
立
に
万
葉

仮
名
の
濁
音
字
母
は
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か 、
そ
し
て
日
本
語
の
濁
音
と

は
な
に
か
と
い
う
よ
う
な
本
質
的
な
問
題
を
続
け
て
解
明
し
よ
う
と
し
て
い

る 。
続
稿
が
待
た
れ
る 。
他
の
声
点
研
究
は
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
す
る 。(
踊
字)

金
子
彰
「
表
記
史
研
究
の一
視
点

||
鎌倉時代の
片仮名踊
字の
変容を
主と
して」

(『
古
代』)
は
小
林
芳
規
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
時
代
差
と
起
筆
位
置
の
変
容
の

問
題
を 、
一
個
人
の
言
語
変
容
や
世
代
差
の
問
題
等
を
記
述
の
中
に
位
置
づ
け

る
こ
と
も
必
要
と
し
た
も
の 。
か
つ
て
築
島
裕
「
土
佐
日
記
と
漢
文
訓
読」
で

「
国
語
資
料
を
成
立
年
代
の
順
に
並
べ
た
だ
け
で
は 、
国
語
史
は
で
き
な
い 。
言

語
主
体
の
規
範
意
識
の
ひ
ら
き
に
よ
っ
て 、
同一
年
代
同一
地
域
同一
階
級
に

珍
い
て
も
甚
だ
し
い
言
語
の
違
ひ
が
あ
る
こ
と
は 、
現
代
の
み
な
ら
ず
過
去
の

す
べ
て
の
時
代
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
こ
の
言

語
意
識
を
注
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て 、
国
語
資
料
は一
層
確
実
に
そ
の

実
態
を
把
握
し
得
る
の
で
あ
り 、
国
語
史
上
へ
の
位
置
づ
け
も 、
よ
り
正
当
に
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な
し
得
ら
れ
る
も
の
と
信
ず
る」
の
提
言
を
実
行
し
た
も
の 。
(
句
読
点)
菊
池

桃
代
「
日
本
語
表
記
に
お
け
る
く
ぎ
り
符
号
の
変
遷」
(『
国
語
国
文
論
集」
幻 、

mm・
3) 、
金
子
彰
「
高
山
寺
蔵
釈
迦
如
来
念
講
次
第
に
つ
い
て」
(『
東
京
女
子
大

学
日
本
文
学』
布 、
位-
9) 。

七、
角
筆
研
究

角
筆
文
字
が
当
該
分
野
研
究
に
具
体
的
な
位
置
を
占
め
て
き
た 。
こ
の
期 、

角
筆
へ
の
発
言
が
小
林
以
外
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
は
特
徴
で
あ
る 。
今
後 、
角

筆
研
究
会
は
じ
め
種
々
の
研
究
が
多
彩
に
行
わ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う 。
築
島
裕

「
角
筆
点
か
ら
毛
筆
点
へ
の
移
点
に
つ
い
て」
(『
小
林』)
は 、
「
角
筆
に
よ
る
言

語
が 、
国
語
の
歴
史
の
上
で 、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め 、
ど
の
よ
う
な
性
格

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か」
と
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
の
中
で 、
「
角
点」
を「
朱

点」
「
紺
点」
そ
の
他
に
改
め
た
例
を
挙
げ 、
こ
れ
ら
が
他
の
毛
筆
の
訓
点
と
対

等
の
立
場
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘 。
そ
の
際
「
角
点」
の
表
す
国

語
は 、
伝
承
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
り 、
最
早
そ
の
時

点
で
は
口
語
的
性
格
を
喪
失
し 、
他
の
訓
読
用
語
と
同
じ
く 、

一
種
の
文
語
的

性
格
を
備
え
た
言
語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
資
料
に

基
づ
き
論
述
し
て
い
る 。
こ
の
結
論
は 、
角
筆
の
言
語
が一
般
に
口
語
的
性
格

を
反
映
す
る
と
す
る
小
林
芳
規
の
論
と一
致
し
な
い
薗
を
持
つ
が 、
小
林
の
説

を
全
面
的
に
否
定
す
る
訳
で
は
な
く 、
或
る
条
件
の
許
で 、
上
述
の
よ
う
な
特

異
な
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る 。
小
林
芳
規
「
角
筆

文
献
の
国
語
学
的
研
究」
(『
学
術
月
報』
61
3、
MM・
3) 、
同
「
方
言
史
料
と
し

て
観
た
角
筆
文
献」
(『
国
語
学』
川 、

mヤ
ロ)
は 、
先
ず
は
全
国
規
模
で
角
筆

文
献
を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
り 、
差
当
り
は
音
声
面
か
ら
近
世
方
言
史
を
描
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
オ
段
長
音
の
開
合
の
問
題
を
例
と
し
て
最
新
の
角

筆
研
究
を
示
し
て
い
る 。
同「
角
筆
文
献
研
究
の
方
法
を
模
索
し
て
||訓

点資
料

研究八
十年の
歩みに
学ぶ
||」

(
第
三
回
「
角
筆
研
究
会」 、
mm・
8)
の
発
表
も
あ
っ

た 。
山
本
真
吾「
三
重
県
津
市
立
図
書
館
橋
本
文
庫
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
||

近
世伊勢方
言へ
の
接近
il」

(「
人
文
論
叢』
9 、
ω・
3)
も
発
表
さ
れ
た 。
小
林
芳

規
『
角
筆
文
献
目
録
二
九
九一
年
版・
一
九
九
二
年
版)』
(
私
家
版 、
ω・
3、

mm・
3) 、
同
「
広
島
大
学
蔵
福
尾
文
庫
の
角
筆
文
献」
(『
内
海
文
化
研
究
紀
要』

幻 、
MM・
3) 、
同・
柚
木
靖
史
「
山
口
市
域
の
角
筆
文
献」
(「
同』) 、
同・
豊
田

尚
子・
藤
田
夏
紀・
岩
川
直
子・
岡
野
幸
夫
「
山
口
市
域
の
角
筆
文
献一
覧
(所

蔵
別)」
(『
同』) 、
同「
北
九
州
の
角
筆
文
献」
(『
鶴
久』) 。
小
林
を
中
心
に
精
力

的
に
全
国
の
角
筆
文
献
発
掘
調
査
が
推
進
さ
れ 、
そ
れ
は
諸
外
国
所
在
の
文
献

に
ま
で
及
び
つ
つ
あ
る 。
「
角
筆
文
献
目
録」
に
は 、
書
名
索
引 、
角
筆
情
報
索

引 、
所
蔵・
県
別
索
引 、
発
見
者・
教
示
者
索
引
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。
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八、
外
国
資
料
研
究

森
田
武
『
日
葡
辞
書
提
要」
(
清
文
堂
出
版 、
mm-
U)
は
既
発
表
論
考
と
未
発

表
論
考
等
を
ま
と
め
た
書 。
日
本
語
の
ロ
ー

マ
字
表
記
の
多
く
の
記
述
が
あ
る 。

著
者
の
厳
密
な
実
証
哲
学
が
す
み
ず
み
ま
で
い
き
わ
た
っ
た
書
で
キ
リ
シ
タ
ン

の
ロ
ー

マ
字
表
記
を
研
究
す
る
上
で
今
後
重
要
な
指
標
書
と
し
て
後
学
に
与
え

る
影
響
は
大
き
い 。
安
田
章「
規
範
と
の
背
馳」
(『
国
語
国
文」
MM
m 、
mm-
m) 、

同
「
外
国
資
料
の
陥
穿」
(『
国
語
国
文」
MM1
8 、
回-
8)
は 、
外
国
文
献
を
扱

う
際
に
ど
う
し
て
も
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
を
提
示 。
江
口
正
弘
「
ル

イ
ス・
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
語
表
記
||
吉印叶O
E〉
り開]〉司〉豆
から
||」

(『
国
語

国
文』
臼』
8 、
自・
8)
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史』
の
原
書
の
表
記
を
詳
細
に
分

析
し
た
も
の
で
ロ
ド
リ
ゲ
ス
と
の
比
較
は
重
要
な
基
礎
資
料
を
提
示
し
た
も
の

で
あ
る 。
酒
井
和
子
「『
阿
別
舌
字
様
説」

||江戸期の一
オランダ
語学習者によ
る



文
字と
発音の
試み
11」

(『
東
京
国
際
大
学
論
叢』
日刊 、
幻) 。
小
幡
敏
行「
女
書
を
め

ぐ
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て」
(『
文
化』)
は 、
中
国
湖
南
省
江
永
県
上
江
境
郷

一
帯
に
は 、
女
性
の
間
だ
け
に
通
用
す
る
特
異
な
文
字
が
伝
わ
る
と
い
う
報
告 。

当
地
で
は 、
男
性
の
用
い
る
漢
字
を
「
男
字
(
男
書
こ
と
呼
ぴ 、
そ
れ
に
対
し

て
女
性
の
用
い
る
文
字
と
い
う
意
味
で
「
女
書
(
女
字
こ
と
呼
ぶ 。
我
が
国
も

平
安
時
代
に
は 、
男
性
の
漢
字
に
対
し
て
女
性
は
平
仮
名
|

女
手
を
用
い
た 。

ま
た 、
朝
鮮
の
ハ
ン
グ
ル
も
過
去
に
は
女
性
が
そ
の
担
い
手
だ
っ
た
と
い
う 。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら 、
女
書
が
示
唆
す
る
も
の
を
手
掛
か
り
と
し
て
女
性
と

表
音
文
字
と
の
関
係
史
を
考
察
し
て
み
る
価
値
も
あ
る
と
主
張 。
李
鍾
徹

藤

井
茂
利
訳「
上
代
の
日
韓
両
国
表
記
法
の
比
較
研
究
|
6
1
9
1」

(「
福
岡
大
学

人
文
論
叢」
おt
4、
MM
・
3、
μI
l 、

MM・
7、
M8
2 、
位-
m 、
Ml
3、
m出・

ロ)
は 、
推
古
遺
文
で
の
『
鳥」
『
都」
「
奴」
『
布』
の
表
写 、
古
代
日
本
人
名

表
写
か
ら
見
た
『
ま
ろ』
と
『
ま
り』 、
万
葉
歌
の
読
解
法
を
授
用
し
た
郷
歌
句

『
白
遺
賜
立」
の
読
解
等
を
精
力
的
に
論
じ
て
い
る 。
同
「「
南
山
俗
語
考」
の

華
音
表
記
|

カ
タ
カ
ナ
の
右
側
の
傍
線」(『
福
岡
大
学
日
本
語
日
本
文
学』
2 、
m出・

ロ) 。
村
上
雅
孝
「
近
世
初
中
期
に
お
り
る
朝
鮮
漢
字
文
化
の
展
開」
(「
日
本
文

化
研
究
所
研
究
報
告
別
巻』
初 、
mm・
3) 。

お
わ
り
に

文字 ・ 表記(史的研究)

他
の
分
野
に
比
し
て
文
字
研
究
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
の
認
識
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
(
先
掲 、
前
田
富
棋) 。
こ
れ
は
か
つ
て
山
田
俊
雄
が
「
近
代・
現
代
の
文

字」
(
講
座
国
語
史
2

『
音
韻』
大
修
館 、
η・9)
で
述
べ
た
「
文
字
の
研
究
に
つ

い
て
も 、
そ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

が
許
さ
れ
る
な
ら
ば 、
今
も
っ
て
文
字・
表
記
に

つ
い
て
の
論
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
の
殆
ん
ど
は 、
か
つ
て
の
僅
言
研
究
の
段
階

で
と
ど
ま
っ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る」
と
も
近
い
か
と
思
わ
れ
る 。
本
展
望

執
筆
の
為 、
当
該
分
野
を
少
し
広
め
に
解
釈
し
て 、
音
韻
・ヨ開

業
等
の
他
分
野

と
の
関
連
す
る
も
の
も
採
録
し
て
み
る
と 、
リ
ス
ト
だ
け
で
規
定
の
紙
幅
を
か

な
り
オ
ー

バ
ー
し
た 。
こ
の
分
野
研
究
は
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
が 、
文
字・
表
記
の
レ
ベ
ル
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
論
考 、
な
い

し
は
他
の
分
野
が
目
的
で
あ
っ
て
も
文
字・
表
記
の
レ
ベ
ル
固
有
の
議
論
を
含

む
と
判
断
し
た
も
の
を
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
心
掛
け
た
(
犬
飼
隆
の
印
集
の
展

望)
立
場
に
立
て
ば 、
や
は
り
そ
の
数
は
多
く
な
い
よ
う
で 、
今
後
多
く
の
論
考

が
生
み
出
さ
れ
て
進
展
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
見
ら
れ
る 。
又 、
文
字・
表

記
史
研
究
を
推
進
す
る
資
料
群
の
発
掘
と
そ
の
整
理
は
当
該
分
野
研
究
の
要
諦

で
あ
る 。
「
石
山
寺
の
研
究

深
密
蔵
聖
教
篇

下」
(
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査

団 、
法
蔵
館 、
幻-
2) 、

「
平
成
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報

告
論
集』
『
平
成
四
年
度

同」
(
同
調
査
団
編 、
幻・3、
目・
3)
等
の
精
力
的

で
貴
重
な
報
告
は
本
分
野
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る 。

情
報
機
器
を
角
筆
研
究
に
応
用
し
た
り 、
仮
名
字
母
の
分
析
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
用
い
て
行
っ
た
り 、
意
欲
的
な
も
の
が
あ
り 、
こ
の
文
字
・

表
記
史
分
野

に
情
報
機
器
が
関
係
す
る
こ
と
は
今
後一
層
増
大
す
る
で
あ
ろ
う 。
池
田
証
寿

「
家
隷
万
象
名
義
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
つ
い
て」(『
国
語
学
会
平
成
5
年
度
秋
季
大
会

要
旨』
mm-
m) 。
小
林
芳
規・
小
林
文
明
「
画
像
処
理
に
よ
る
角
筆
文
献
の
判
読

法」
(「
内
海
文
化
研
究
紀
要」
幻 、
位-
3) 。
中
村
康
夫
「
国
文
学
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
あ
れ
こ
れ」
(
第
ロ
回
情
報
処
理
言
語
文
学
研
究
会 、
m出・ロ) 、
土
屋
信一
「『
浮

世
風
呂』
の
テ
キ
ス
ト

構
想」
(
同) 、
高
橋
明
彦「
近
世
写
本
雑
話
類
衆
集
諸
本

対
照
に
お
け
る
冨ω1
UOω
(
同) 、
滋
森
太
郎
「
文
字
の
修
辞
学
||「野ざらし

紀行
画巻」
推舷の一
側面
||」

(「
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学』
4、
mm・
5)

等
多

く
の
論
考
が
あ
っ
た 。
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本
稿
で
使
用
の
略
号
は
以
下
の
論
文
集
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

小
林
H

『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集』
(
汲
古
書
院 、
位-
3) 、

辻
村
H『

辻
村
敏
樹
教
授
古
希
記
念
日
本
語
史
の
諸
問
題」(
明
治
書
院 、
幻-
3) 、

鎌
倉
十
五・
十
六
日

『
鎌
倉
時
代
語
研
究」
十
五 、
『
同」
十
六
(
武
蔵
野
書
院 、

白・5 、
mm・5) 、
古
代
語
H

『
古
代
語
の
構
造
と
展
開
|

継
承
と
展
開一
」
(
和

泉
書
院 、
mM・
6) 、

語
会
史
H

「
国
語
語
業
史
の
研
究」
(
和
泉
書
院 、
白・
7) 、

日
本
語
H

「
日
本
語
論
究
二

古
典
日
本
語
と
辞
書』
(
和
泉
書
院 、
白-
m) 、

文
化
H

『
文
化
言
語
学
そ
の
提
言
と
建
設』
(
三
省
堂 、
白
・日) 、

近
代
語
H

『
近
代
語
研
究

第
九
集』
(
武
蔵
野
書
院 、
mm・2) 、
鶴
久
H

「
鶴
久
教
授
退
官

記
念
国
語
学
論
集」
(
桜
楓
社 、
目・
5) 、

小
松
H

『
小
松
英
雄
博
士
退
官
記
念

日
本
語
学
論
集』
(
三
省
堂 、
目・
7) 、

和
漢
H

『
和
漢
比
較
文
学
叢
書

第一

O
巻』
(
汲
古
書
院 、
幻-
9) 、
国
語
H『

国
語
研
究』
(
松
村
明
先
生
喜
寿
記
念
会

編 、
明
治
書
院 、
mm'
M) 、

付記
各執筆者の御論に対する誤解 、
紙幅の都合等で取り上げ得なかっ

た御論考に対して 、
御寛恕を請う次第である 。
国立国語研究所 、
国会

図書館 、
東京女子大学図書館等の御配慮を戴いた 。
お礼申しあげる 。

|上東
京
女
子
大
学
教
授

||
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